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　国
内
に
７
カ
所
あ
る
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ

パ
ー
ク
の
関
係
者
や
登
録
を
目
指
し
て

い
る
地
域
の
担
当
者
、日
本
Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画

委
員
会
の
委
員
ら
約
60
人
が
参
加
し
て
、

「
第
２
回
日
本
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」が
11
月
27
、28
日
、

石
川
県
白
山
市
の
白
山
国
立
公
園
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　会
議
で
は
各
地
域
の
体
制
や
予
算
、取

り
組
み
の
現
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
、課
題

と
し
て
広
域
連
携
の
難
し
さ
や
地
域
住

民
の
参
画
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。ユ
ネ
ス

コ 

エ
コ
パ
ー
ク
登
録
地
域
お
よ
び
登
録

を
目
指
す
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
た
め
に
す
べ
き
こ
と
や
長
期
的
に
目

指
す
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
、国
内
の
登
録
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
つ
い
て
合
意
形

成
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、環
境
省
な
ど
国
か
ら
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
に
関
す
る
世
界
的
な
動
向

や
活
動
推
進
に
活
用
で
き
る
補
助
事
業

に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　洞
窟
や
森
林
、民
家
の
屋
根
裏

な
ど
に
す
む
コ
ウ
モ
リ
。夜
行
性

で
、錦
原
運
動
公
園
な
ど
で
も
飛

ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
身
近
な

存
在
で
す
。

　コ
ウ
モ
リ
と
言
え
ば
吸
血
す
る

な
ど
の
怖
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、東
洋
で
は
も
と
も
と
縁
起

が
い
い
と
さ
れ
、長
寿
の
象
徴
に

も
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　日
本
の
ほ
乳
類
の
約
３
分
の
１

を
占
め
る
コ
ウ
モ
リ
類
で
す
が
、

研
究
が
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず
、

生
態
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、森
林
破
壊
に
よ
る
樹
洞
の

あ
る
巨
木
の
減
少
に
よ
っ
て
住
み

か
が
失
わ
れ
る
危
機
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
に
参
加

コ
ラ
ム

　第
15
回
照
葉
樹
林
復
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
間
伐
は
11
月
29
日
、
綾
町
の
中
尾
国

有
林
（
川
中
）
で
行
い
ま
し
た
。

　ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
㈱
国
富
工

場
の
社
員
と
そ
の
家
族
30
人
が
川
中
自

然
公
園
に
集
合
。
作
業
の
説
明
を
受
け

た
後
、
６
班
に
分
か
れ
、
九
州
森
林
管
理

局
と
宮
崎
森
林
管
理
署
の
職
員
の
指
導

で
照
葉
樹
林
の
中
に
あ
る
ス
ギ
の
木
の

間
伐
を
体
験
し
ま
し
た
。

　参
加
者
は
、
木
の
上
や
周
辺
の
安
全

と
退
避
場
所
の
確
認
を
し
っ
か
り
行
い

な
が
ら
、
１
本
１
本
丁
寧
に
切
っ
て
い
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
慣
れ
な
い
様

子
な
が
ら
一
生
懸
命
に
の
こ
ぎ
り
を
ひ

き
、
木
が
ド
ー
ン
と
大
き
な
音
を
立
て
て

倒
れ
る
と
、
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。
年
輪
を
数
え
た
り
、
切
り
口
に

顔
を
近
づ
け
て
木
の
香
り
を
か
い
だ
り

と
五
感
で
自
然
に
触
れ
て
い
る
様
子
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
コ
ー
ス
散
策
も

あ
り
、
照
葉
樹
林
ガ
イ
ド
の
駒
田
勤
さ

ん
に
よ
る
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
か
つ
て

炭
焼
き
を
生
業
に
し
て
い
た
家
族
の
住

居
跡
な
ど
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
晩
秋
の

森
の
中
は
木
漏
れ
日
が
美
し
く
、
イ
チ
ョ

ウ
の
落
ち
葉
で
金
色
に
輝
く
散
策
路
や

川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
ほ
お
に
当
た
る
冷
た
い

風
な
ど
を
全
身
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
体
験
を
通
じ
て
、
自
然
の

恵
み
や
綾
プ
ロ
の
活
動
な
ど
を
よ
り
多

く
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
エ
コ

パ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※

次
回
は
来
年
２
月
21
日
（
土
）
開
催
予

定
。
参
加
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
／

て
る
は
の
森
の
会
☎
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６
月
か
ら
鎮
安
郡
の
新
郡
守
を
務
め

て
い
る
イ
・
ハ
ン
ノ
氏
と
新
議
長
イ
・

ハ
ン
ギ
氏
ら
が
11
月
19
日
か
ら
３
日

間
、
初
来
町
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち

今
年
の
8
月
に
は
前
田
町
長
が
同
郡
を

訪
問
し
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
時
に
交

わ
さ
れ
た
綾
町
訪
問
の
約
束
が
果
た
さ

れ
た
形
だ
。

　
郡
守
は
工
芸
ま
つ
り
の
セ
レ
モ
ニ
ー

出
席
後
、
綾
町
の
工
芸
品
を
熱
心
に
鑑

賞
し
、
同
郡
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
作
品
に
感
心
し
た
様
子
だ
っ
た
。
工

芸
ま
つ
り
で
は
さ
ら
に
、
同
郡
工
芸
家

の
キ
ム
・
ヨ
ン
ウ
ン
さ
ん
が
昨
年
に
引

き
続
い
て
鎮
安
郡
ブ
ー
ス
と
し
て
参

加
。
キ
ム
さ
ん
に
は
、
過
去
に
同
郡
を

訪
問
し
た
町
民
た
ち
が
手
づ
く
り
の
お

に
ぎ
り
や
豚
汁
な
ど
を
ふ
る
ま
っ
た
。

　
前
田
町
長
、
大
隈
議
長
と
の
会
談
で

は
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
前
向
き
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
交

流
を
は
じ
め
、
芸
術
文
化
、
有
機
農

業
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
交
流
な

ど
、
今
後
も
持
続
可
能
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

　
ほ
か
に
、
酒
泉
の
杜
・
綾
自
然
蔵
見

学
館
の
視
察
や
町
内
農
家
の
訪
問
、
夜

に
は
今
年
鎮
安
郡
を
訪
問
し
た
町
民

（
８
月
の
村
祭
り
訪
問
団
、
10
月
の
キ

ム
チ
交
流
団
）
参
加
に
よ
る
歓
迎
会
が

開
か
れ
た
。
歓
迎
会
で
は
、
鎮
安
郡
訪

問
時
の
盛
大
な
も
て
な
し
に
つ
い
て
の

感
謝
の
言
葉
が
多
く
の
町
民
か
ら
よ
せ

ら
れ
、
終
始
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
。

綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

間
伐
作
業︵
木
こ
り
体
験
︶を
行
い
ま
し
た

新
郡
守
が
初
来
町

さ
ら
な
る
交
流
発
展
へ

コ
ウ
モ
リ

工芸まつり鎮安郡ブースのキムさん一家

て
い
ま
す
。

モモジロコウモリ

　
短
い
訪
問
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
新

郡
守
の
初
来
町
に
よ
る
成
果
は
大
き

か
っ
た
。
郡
守
交
代
後
も
鎮
安
郡
と
綾

町
の
交
流
が
継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

再
確
認
さ
れ
、
新
郡
守
は
綾
の
ま
ち
づ

く
り
の
歴
史
や
哲
学
に
つ
い
て
深
く
関

心
を
示
し
、
同
郡
と
の
共
通
点
も
見
出

し
た
よ
う
で
、
何
度
も
感
激
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　
綾
町
と
鎮
安
郡
の
交
流
が
、
ま
ち
に

根
差
し
、
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
友
情
を

大
切
に
し
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
こ

と
が
ゆ
く
ゆ
く
は
未
来
の
子
ど
も
た
ち

へ
友
好
と
平
和
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と

で
も
あ
る
。
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が

持
続
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

H26 年度鎮安郡訪問メンバーによる歓迎会

工芸まつりを視察する鎮安郡守と議長

前田町長との首長会談

指
す
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
、国
内
の
登
録
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
つ
い
て
合
意
形

成
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、環
境
省
な
ど
国
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
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取
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８
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ク
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。
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。
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。
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［まちの話題］
Aya Town News

第33回
宮崎地区屋内消火栓操法大会

　11月12日に開催された「第33

回宮崎地区屋内消火栓操法大会」

に、綾町女性消防団、綾町役場の2

チームが参加しました。同大会は、

建物に備えてある消火設備を迅

速・的確に操作し、消火の初動技術

向上と消防体制の強化を目的に開

催されています。今回見事に女性

消防団が女子の部で準優勝、綾町

役場も特別賞と優秀な成績を収め

ました。今後も安心・安全なまちづ

くりへのご協力をお願いします。

秋山眞和さんダブル受賞

　綾の手紬染織工房を主宰する秋

山さんが、（一財）大日本蚕糸会に

よる「蚕糸功労賞」と（公財）ポーラ

伝統文化振興財団による「伝統文

化ポーラ地域賞」をダブル受賞し

ました。伝統文化で貢献する人を

表彰する「第34回伝統文化ポーラ

賞」の地域賞の受賞は、九州からは

秋山さんのみで、染色技術の振興

に貢献した点が評価されました。

　おめでとうございます。

手づくり作品が一堂に集う
～手づくり文化祭～

　毎年綾町でキャンプをするサッ

カーチームのガンバ大阪が、J1で

のリーグ優勝、さらには、ナビスコ

カップ、天皇杯の優勝で、国内三冠

という素晴らしい結果を残しまし

た。またHonda FCは、JFLの年間

総合優勝に輝きました。

　個人でもJリーグのMVPに遠藤

保仁選手、最優秀監督賞に長谷川

健太監督、JFLのMVPは鈴木雄也

選手と、どちらのチームも最高の

形でシーズンを終えました。

ガンバ大阪・Honda FCが
共にリーグ優勝！

　11月に21カ所の自治公民館で、

地域住民手作りの文化祭が開催さ

れ、自主講座や町の生涯学習講座

で作った手芸や絵画、寄せ植え、綾

ならではの農作物などが出品され

ました。会場には町内外から多くの

人が訪れ“まちの芸術家”の力作を

楽しみました。地区によっては煮物

など地元素材を使った郷土料理を

振る舞う地区もあり、綾スタイルの

手づくりの「お・も・て・な・し」に来

場者は感激している様子でした。

第33回
綾工芸まつり開催！

　町内36工房の作品が一堂に会し

た「第33回綾工芸まつり」は11月

21～24日の4日間、綾てるはドー

ムで開催され、たくさんの来場者で

賑わいました。

　イベントコーナーの木のおも

ちゃ展には、連日たくさんの親子連

れが楽しく遊ぶ姿が見られ、お茶

処や写真展も好評でした。恒例の

オークションでは、お気に入りの一

品を落札しようとする来場者の熱

気で、大いに盛り上がりました。

「ウッドスタート宣言」
協定締結式

綾イオンの森植樹祭に
約600人参加

　11月21日、綾町は、子育てに木

を取り入れる「ウッドスタート宣

言」を行い、東京おもちゃ美術館

と協定を結びました。今後「木育」

を推進して子どもの情緒を育む

ほか、木工業の活性化などに取り

組んでいきます。

　締結式では多田館長と町長が

協定書に署名した後、今年長女が

生まれた近藤勝水さんに町内の

工芸家が作ったいすが贈られる

セレモニーがありました。

総合文化祭・有機農業推進大会・農業まつり開催綾の自然とお酒の物語を
楽しむ見学館オープン 

　１１月８日、９日、綾町体育館・町公民館文化ホールをメイン会場に「綾町総合

文化祭」「有機農業推進大会」「農業祭」が開催されました。総合文化祭には、幼児

から高齢者までの多くの作品が展示され賑わいました。また、有機農業推進大

会では、功労者表彰のほか、綾町青年部の意見発表、山下惣一氏による「家族農

業」についての記念講演がおこなわれました。終了後は、郷土料理を囲んで綾町

の生産者と消費者が交流する「食の

ふれあい広場」も開催され、「手づく

り」の綾を町内外にＰＲできた二日間

となりました。

平成26年度九州八県
赤十字大会で銀色有功章を受賞

　11月13日、日本赤十字社名誉副

総裁常陸宮妃殿下のご臨席を仰ぎ

「平成26年度九州八県赤十字大会」

が福岡市の福岡国際会議場で開催

されました。

　綾町からは、社資功労銀色有功章

を田中トミ子さん（麓 野首班）が受

賞されました。この受賞は、日本赤

十字社が行う人道的支援事業に深

い関心と理解を示し、多額の事業資

金を寄付した人が対象となります。

おめでとうございます。

(有)綾園芸
内閣総理大臣賞受賞

　国内最高峰の農林水産業コンクー

ル「農林水産祭」で、㈲綾園芸（草野

修一代表）が園芸部門で内閣総理大

臣賞を受賞しました。宮崎県の生産

者が園芸部門で内閣総理大臣賞を

受賞するのは初の快挙で、今回はラ

ナンキュラスを中心とした花きの品

種育成や産地育成に尽力するなど、

国内の流通・消費の発展に大きく貢

献していることが評価されたもので

す。今後もさらなる発展と地域活性

化への貢献に期待します。

　11月13日、㈱雲海酒造綾蔵の敷

地内に「綾自然蔵見学館」がオープ

ンしました。焼酎のかめ・樽の貯蔵

庫と商品倉庫を、見学できるよう

にし、大型スクリーンを使って、綾

の自然と豊かな水を使った酒造り

を紹介しています。また無料試飲

やラベルづくりの体験なども楽し

むことができます。

入館は無料で、予約制です。

所要時間90分　2名様以上

予約専用電話77-3737

　11月22日、綾町イオンの森(割

付町有林)で、第2回植樹祭を行い

ました。

　平成25年11月に宮崎県・綾町・

宮崎中央森林組合と締結した「企

業の森づくり」整備・保全協定に基

づいて実施され、今回は約600人

で、5,000本の照葉樹などを植栽

しました。中学校校舎を建て替え

る為に伐採された跡地を本来の里

山に復元すべく、3年間で15,000

本を植林していきます。
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綾町は日本で最も美しい村連合に加盟しています。
また、平成24年7月11日に、ユネスコ エコパークに登録されました。

（左／日本で最も美しい村連合ロゴマーク　右／綾ユネスコ エコパークロゴマーク）
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受け継がれる郷土芸能
てるは図書館開館10周年
世代と世代の支え合い「国民年金」
高額医療費の自己負担限度額が変わります
～70歳未満の国民健康保険被保険者の皆さんへ～
ケーブルテレビのデジアナ変換サービス終了について
東諸県郡小学校陸上教室結果／
宮崎県中学校秋季体育大会結果
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総数：7,323人（+2）／世帯数：2,921戸（+2）
男：3,421人（+2）／女：3,902人（　0）

［転入17人、転出10人、出生5人、死亡10人］

※（　）は前月比、現住人口調査平成26年12月1日現在

寄付金額／ 472,148,141円（前年同月70,857,001円）

寄付者数／ 33,299人（前年同月4,670人）

※平成26年4月1日～ 11月30日の合計
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★広報あや「Aya Style」2月号の配付日（各地区配付担当者への配達日）は、1月26日（月）の予定です。
各世帯（自治公民館組織加入者のみ）へは、1月26日（月）～31日（土）の閒に配付される予定です。

今月の表紙

「四十七士 ～郷土芸能～」
　秋祭りに披露される郷土芸能

の一つで、杢道自治公民館の「四

十七士」。華やかな衣装に身を包

み農業祭・総合文化祭が開催され

る二日間かけて、綾神社や町内各

地で披露される。この他にも麓、

揚町の二つの自治公民館も披露

した。（詳しくは本誌４Ｐをご覧ください。）
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照 葉 樹 林 と 共 に 生 き る ま ち “ 綾 ”

　11月13日、綾てるはの森の宿で、「第24回合同
金婚式」が開催されました。
　今年は８組の夫婦が参加し、ともに歩んできた
50年という長い年月を祝いました。
　式では、前田町長から各夫婦に祝い状と記念品
が贈呈され、町長、議長より「これからも二人仲良
く人生を過ごしてほしい」とのお祝いのメッセージ
が送られました。
　また、式終了後は、なごやかな雰囲気の会場で
祝宴が行われました。
　祝宴では参加者同士が交流し、これまでの夫婦
の歩みなどを語りあい会場には終始参加者の笑
顔があふれていました。

平成26年度合同金婚式開催

　2014年も瞬く間にすぎ、2015年を迎えました。昨年一年間も、取材の際は多くの町

民のみなさまにご協力いただきました。特に写真撮影の際には様々なご配慮をいただ

きありがとうございました。取材の際にファインダー越しにシャッターをきりながら見

る町民一人一人の表情はいつもキラキラと輝いています。あふれる笑顔や、時に真剣な

まなざしを撮影する度に感動します。今後もその多くの感動を少しでも町民みなさま

に伝えるために取材をしていきたいと思います。また、これまで広報誌について多くの

ご意見ご要望をいただいています。その一つ一つを可能な限り反映させ、町民により

身近に感じていただけるような、さらによい広報誌づくりに努めていきたいと思いま

す。引き続き新年もご協力いただきますようお願いいたします。

参加者全員で記念撮影

編集後記

担当：鶴田

「広報あや」をもっと身近に

「広報あや」は電子書籍でもお読みいただけます！

電子版の閲覧はコチラから→

県内の自治体や公共施設が発行する印刷物を電
子書籍として読むことができるポータルサイト

『miyazaki ebooks』において、『広報あや』を始め
とする綾の印刷物が閲覧できます。手元に紙面が
なくてもパソコンやスマートフォ
ン、タブレット型端末でいつでも
どこでもお読みいただけます！

アプリのダウンロードは右記QRコードを読み込ん
でください。もしくは、i Ph o n e の方は「A p p  
Store」、アンドロイド系端末の方は「Google Play」
から検索しダウンロードしてください。

スマートフォンやタブレット型端末で見るためには「App Store」ま
たは「Google Play」から「宮崎ebooks」アプリのダウンロードが必
要です(アプリは無料。ダウンロードには別途通信料が発生します。)

【Android端末】Android 2.3以上、推奨：Android 4.2以上
【iOS端末】iPhone、iPod、iPad（iOS5以上、3G/3GS以降に発売された端末） 


